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イェイツの『赤毛のハンラハン
　　　　　　物語』の文章
広　　田　典　　夫
W．B．Yeatsの散文の中で，r赤毛のハンラハソ物語』S施伽ぴ肋6
肋鮒α肋〃は，文体上，きわめて特異な位置を占める作品である。最初，こ
の「ハソラハソ物語」は，「秘密の薔薇」（The　Secret　ROse）や「煉金の蕃薇」
（Rosa　A1chem1ca）と一緒に，r秘密の薔薇』τ加S26〃R0∫θと題する本に収め
られて，1897年に出版された。しかし，イェイツは，かれ自身の言葉を借りれ
ば，「技巧的で凝った英語」（a・ti丘cial，elabor・te　E㎎lish）ωで書かれたこの作品
を厭うようにたった。そこでかれは，この物語を全面的に書き改めるにあたっ
て，Lady　Gregoryの助力を乞うたのである。イェイツとレイデイ・グレゴリ
ーは一緒にこの仕事にあたり，彼女がGa1wayの農民から教わった「単純な
英語」（simple　E㎎iish）ωに書き改められて・r赤毛のハソラハン物語』は・
1904年に，独立した短篇集として世に出たのである。
　イェィッは，E∫∫αツ∫α〃1〃o”6肋〃8の中で，かれが何故ゲール語でもの
を書かないのか，と度々人に問われると言っている。これに対して，かれは，
誰も自分の母国語以外では，音楽と力強さをもつものを考えることも書くこと
もできないものだ，と答え，「ゲール語は私の国の言葉であるが，私の母国語で
はない」（Gaelicismynati㎝alla・9uage，butit三snOtmymothert0㎎ue。）帽〕と述
べている。しかし，『赤毛のハソラハソ物語』には，明らかにゲール語の影響を
受けたAng1o－Irishとも言える語法が数多く使用されており・これが他の散文
の英語にくらべて，この作品の英語を特色あるものにしている原因の1つとな
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っている。S抑geのAnglo－Irishは有名であるが，そのシソグのAng1o－Irish
に大きた影響を与えたのがレイデイ・グレゴリーであることを考え合せてみる
時，レイデイ・グレゴリーの助力によってでき上ったr赤毛のハンラハソ物
語』にAnglo－Irishの色彩が濃厚にうつっているとしても，それはむしろ当
然のことであろう。イェイツも，「もしこの物語の文体に今日価値があるとす
るなら，その功績は大半彼女のものである」（If　thei・sty1e　has卿・・it　nOw，that
㎜e・itiS　m・inly　he・S一）｛4］と述べ，いかにレイデイ・グレゴリーに負う所が大きか
ったかを明らかにしている。
　イェイツの散文による最初の作品は，1891年に出版されたrジョソ・シャー
マソ及びドーヤ』∫0伽S加舳α〃α”D乃0ツαである。ここでは，その『ジョ
ソ・シャーマソ』の文章と比較しながら，r赤毛のハソラハン物語』の文章構
造の特徴を考察してみようと思う。
　r赤毛のハソラハソ物語』には，次にあげる6篇の物語が含まれているが，
引用文では，物語名を簡略にした括弧の中の形で示してある。
Red　Hanrahan　（∬ακ閉乃α勉）
The　Twisting　of　the　Rope　（灰oμ）
Hanrahan　and　Cathleen　the　daughter　of　Hoolihan　（∬oo1肋α勿）
Red　Han1＝ahan’s　C唖se　（C〃s2）
Hanrahan’s　Vision　（〃8｛o〃）
The　Death　of　Ha1〕rahan　（D伽肋）
I　接　続　詞
　『赤毛のハソラハソ物語』の文章構造の第一の特色としては，接続詞and
の数多い使用をあげなければなるまい。andに加えて，but，thenなど同じく
等位接続詞の使用も多く，叉，あとで述べる関係代名詞やit　is…thatの強意
構文の度重なる使用などによって，文の種類としては，重文・複文・混文が多
く，単文は極端に少ない。単文は全文中に儘か数例を数えるのみで，しかもそ
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の大半は，Where　was　I　for　the　whole　year～（肋舳肋捌）・Who　do　they
belong　to？（1）8α肋）など，会話の中の文であり，地の文としては・And　then
he　fe1l　back　again，weak，and　the　breath　going　from　him．（1）2”肋）が
あるだげである。従って，SentenCeはかなり長いものが多い。
　　次に1節を引用してみよう。
　　　And　after　a　while　he　took　notice　that　there　was　a　door　close　to　him，and
a　light　coming　from　it，and　he　wondered　that　being　so　close　to　him　he　had
not　seen　it　before．And　he　rose　up，and　tired　as　he　was　he　went　in　at　the
door，and　although　it　was　night　time　outside，it　was　daylight　he　found　within－
And　presently　he　met　with　an　old　man　that　had　been　gathering　summer　thyme
and　ye11ow　f1ag－Howers，and　it　seemed　as　if　all　the　sweet　sme11s　of　the　summer
were　with　them．　And　the　oId　man　said＝　‘It　is　a　long　time　you　have　been
coming　to　us，Hanrahan　the　leamed　man　and　the　great　song－maker一’（互α〃α一
肋勉）
　　この文章と，次にあげるrジョン・シャーマソ』の文章とを比較すると・両
者の文体の相違は明らかなものとなる。
　　　Towards　evening　he　went　out．　The　pale　sunshine　of　winter　iickered　on
his　path．The　wind　blew　the　straws　about．　He　grew　more　and　more　melan－
choly．Adogofhisacquaintancewaschasingrabbitsina丘eld．Hehadnever
been　known　to　catch　one，乱nd　since　his　youth　had　never　seen　one，for　he　was
almost　whony　blind．They　were　his　form　of　the　etemal　chimera－The　dog
left　the丘e1d　and　followed　with　a　friend1y　sni肚．　（I　iii）
　　上にあげたrハソラハソ」の文章を，文章構造は全くかえず，不自然になら
ぬ程度にandを取り去ってみると，次のようになる。
　　　A趾er　a　whiIe　he　took　mtice　that　there　was　a　door　close　to　him，and　a
1ight　coming　from　it．He　wondered　that　being　so　close　to　him　he　had　not
seen　it　before．He　rose　up．Tired　as　he　was　he　went　in　at　the　door－Although
it　was　night　time　outside，it　was　daylight　he　found　within．　Presently　he　met
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with　an　old　man　that　had　been　gathering　summer　thyme　alユd　yeuow肋g・
刮owers．It　seemed　as　if　all　the　sweet　smells　of　the　summer　were　with　them．
The　old　man　said：‘It　is　a　long　time　you　have　been　coming　to　us，Hanrahan
the　leamed　man　and　the　great　song－maker。’
　8箇のandを取り去ってみたのであるが，無論全体の意味は全く変らない。
けれども，文の味わいというか，全体から受取る感じはかなり違ったものとな
ってくる。
　r赤毛のハソラハソ物語』で，このように執勧なまでに繰り返し繰り返し用
いられているandについて，次に少し検討を加えてみることにする。
W．Strmk，Jr．によれば，randはもっとも特定の色合いをもたぬ連繕語で
あり，2つの独立節の問にあって，両老の間に関係があることを示すのみであ
って，その関係がどのようなものであるかは示さない」㈲ものである。意味が
漠然としているため，使用範囲も広いわけである。一般には，andやbutを
多く用いることは，文章作法上，いましめられている事項の1つである。スト
ラソクも「未熟な書き手は，時としてバラグラフの全文を，このような連結語，
すなわち，andやbut，それにこれらにくらべたら頻度数は少ないが，who，
which，when，where，while一一これらは非制限用法一を用いて書くもので
ある」崎〕と述べている。andは連結語として普通，語・句・節を連結するが，
時には文の連結にも用いられる。H．A．Gleason，Jr．は，r保守的な人は一般に
文をand，but，orで結ぶのを嫌う」ωと述べている。
　r赤毛のハソラハソ物語』の中で，andが語・句・節の連結のほかに，前文
との接続のためにいかに多く用いられているかは，既にあげた1節から十分に
うなずけるものと思う。物語の最初の1篇「ハソラハソ」を例にとれば，and
が文頭に置かれている文は21ある。and以外で文頭に置かれている連結語では，
butが8，and　thenが6，thenが5となっている。
　更に，r赤毛のハソラハソ物語』におげるandのもう1つの大きた特色は，
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andがバラグラフの接続にも使用されていることである。「より大きな単位（例
えぼ，パラグラフ）が連結される場合には，and，but，orは普通用いられな
い」帽］と，グリースソは述べている。そのような場合には，and，but，orの代
りに，moreover，howe▽er，altemativelyなどが通常用いられる。ところが，
「ハソラハン」では，パラグラフの連結語として，andが5回，butが1回用
いられていて，moreover，howeverは1度も使用されていない。また，then
が2回，and　thenが1回使用されており，thereforeは全く見当らない。こ
の特徴は，勿論，rハソラハソ」だけのものではなく，r赤毛のハソラハソ物
語』全体の特徴であって，mOreOver，hOweYerは，この物語の中では1度も
使用されていない。
　文叉はパラグラフの連結に用いられているand，but，thenの用法を，rジョ
ソ・シャーマン』の第1部と第2部について調べた結果は，次の通りである。
　andが文頭，叉は，パラグラフの先頭に置かれている例は1つもない。but
は文頭に3回用いられているが，パラグラフの先頭には1度も用いられていな
い。howeverは，文の接続とパラグラフの接続にそれぞれ1度ずつ使用され
ている。thenは文頭に6回用いられているが，バラグラフの連結には全く使
用されていないo
　更にもう1つ，r赤毛のハンラハン物語』でandが頻繁に用いられている用
法について述べてみよう。
　英語では，物事を並列的に叙述する場合には，A，B（，〕and　Cの形がもっと
も広く行われている形式である。しかし，『赤毛のハンラハソ物語』では，A
and　B　and　Cの形式が多い。
　And　before　them　and　beyond　them，but　at　a　distmce　as　if　in　reverence，
there　were　other　shapes，sinking肋6risingα〃comingα〃going，and　Hanra－
han　knew　them　by　their　whir1ing丑ight　to　be　the　Sidhe，一一。（W∫ξo〃）
　Every　evening　the　bacachsα物∂beggarsα〃blind　menα〃fddlers　would
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gather　into　the　house　and　listen　to　his　songs　σ閉∂　his　poems，　α〃6　his　stodes
about　the　o1d　time　of　the　Fiama，…　（∬oo脇伽）
　　　one　of　them　said，‘He　has　m　wish　for　us’；α〃another　said，’He　is
weak，he　is　weak’；α〃another　said，‘He　is　afraid’；α〃the　last　said，‘His
wi垣are　gone　from　him一’（Hα〃α肋〃）
　　　『ジョソ・シャーマソ』では，A，B（，〕and　Cの形がもっとも多く，A，B，
Cの形式もみられる。
　　　He　was　whol1y　absorbed　in　his　own　playing，and　besides　he　was　o1d，
obstinate，α閉∂deaf、　（I　i）
　　　The　clouds　graduauy　drifted　away，the　twi1ight　deepened〃♂the　stars
Came　Out一　（I　i）
　　　She　p－ayed　tennis　with　him，talked　with　him，drank　lemonade　with　hi㎜，
had　neither　thoughts　nor　words　for　anyone　else．　（II　vii）
　　　『赤毛のハソラハン物語』で，あまりにもしばしばandが用いられている
こと，とりわげandが文のintrOducerとして用いられている特色ある文体は，
われわれに直ちに「聖書（欽定訳）の文体」Biblical　sty1eを思い起させる。
BibHcal　sty1eの大きな特徴は，文頭にandが置かれていることである。The
Authorised　Version　of　the　Eng1ish　Bibleの冒頭Genisisの第1章は31節か
ら成るが，andで始まる節は29節ある。次に第1節から第5節までを引用して
みよう。
　　　In　the　beginning　God　created　the　Heauen，and　the　Earth．
　　　And　the　earth　was　without　forme，and　voyd，and　darkenesse　was　upon　the
｛ace　o｛the　deepe：and　the　Spirit　of　God　mooued　upon　the　face　o｛the　waters．
　　　And　God　said，Let　there　be1ight：and　there　was　light．
　　　And　God　saw　the　light，that　it　was　good：and　God　diuided　the　Iight　from
the　darkenesse．
　　　And　God　ca1led　the　light，Day，and　the　darkenesse　he　called　Night：and　the
euening　and　the　Inorning　were　the　irst　day．
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　このandはRevised　Standard　Versionでは殆どはそのまま残されている
が，もっとも新しい現代語訳のNew　Eng1ish　Bib1eでは省かれているか或は
叉他の接続詞によって置きかえられている。同じ節が，New　Eng1ish　Bib1eで
は次のようになっている。
　　In　the　beginning　of　creatioI1，when　God皿ade　hea▽en　and　earth，the　earth
was　without　forIn　and　void，with　darkness　over　the　face　of　the　abyss，and　a
mighty　wind　that　swept　over　the　surface　of　the　waters－God　said，’Let　there
be　light’，and　there　was　light；and　God　saw　that　the　light　was　good，and　he
separated1ight　from　darkness．He　cal1ed　the　light　day，and　the　darkness
night．So　evening　came，and　moming　came，the丘rst　day．
　なお，附記すれば，イェイツと同じくアイルランドの作家であるLord
Dunsanyの小説rウェルランの剣」丁加S〃o〃げ肌”舳〃にも『赤毛の
ハソラハソ物語』ほど多くはないにしても，文やパラグラフの先頭にandが
かなりしばしば置かれている。
1I関係代名詞
　1．関係代名詞の種類及ぴその使用数
　『赤毛のハソラハソ物語』と『ジョソ・シャーマソ』第1部と第2部の中の
関係代名詞の種類と使用頻度数を表にしてあげてみ私
Hanrahan
Sherman
that　　who　whose　whom　which
126　　　7　　　0　　　0　　　0
13　　　31　　　2　　　0　　　6
　『ジョソ・シャーマン』の中の関係代名詞の用法については，特別に取り上
げるぺき特徴はない。それにひきかえ，『赤毛のハソラハソ物語』の関係代名
詞には，いくつかの注目すべき点がある。第一に，使用されている関係代名詞
はthatとwhoに限られ，whichは1つも使用されていないという点であ乱
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第二には，thatとwhoでは，thatの方が圧倒的に多く用いられている点で
ある。thatの126例に対して，wh0は7例のみであり，その中2例は挿入さ
れている詩の中で使用されているものであるから，散文の中でのwhoは5例
ということにたる。第三としては，関係代名詞節の使用率が高いということで
ある。thatには，後で取り上げるit　is…thatの強意構文を構成しているthat
は含まれていない。また，thatはその殆どが主格であって，目的格として用
いられているものは4例にすぎたい。that，whoで導かれる関係代名詞節のほ
かに，文中には，目的格或は主格の関係代名詞が省略されている節が45ある。
これを加えると，結局，関係代名詞節は，ユページ平均およそ3個ということ
になる。rジョソ・シャーマソ』では，目的格の関係代名詞が省略されている
節12を加えて，関係代名詞節は1ぺ一ジ平均およそ1個である。つまり，r赤
毛のハソラハソ物語』では『ジョソ・シャーマソ』よりも・関係代名詞節が3
倍も多く使用されていることになる。
　2．関係代名詞の省略
　前項でも一寸触れたが目的格の関係代名詞は・その殆どが省略されてい私
省略されずに残されている例は44例中4例のみである。そのほかに，主格の関
係代名詞が省略されている例が5例ある。there　is，here　is，that　isなどの構
文のあとにくる主格の関係代名詞が省略される例は，現代英語でも時として見
受げられるが，『赤毛のハソラハソ物語』では，その他の構文のあとでも，主
格の関係代名詞が省かれているのである。ただし，it　is…thatの強意構文の
thatの省略は，次の強意構文の項で取り扱うので，ここでは除いてある。『ジ
ョン・シャーマン』には，主格の関係代名詞の省略例は見当らない。
　　I　wi11dance　with　her；there　is　no　man　in　the　house〈must　dance　with　her
but　myself。（肋μ）
　　‘Don’t　mind　him，’said　the　man　of　the　house；‘he　is　only　some　stfanger〈
came　in　awhi1e　ago，…　（∬伽畑肋〃）
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　I　knew　a　woman〈went　wandering1ike　that　through　the1ength　of　seven
yearS；…　（Hα〃7α乃α瑚）
　3．thatの非制限用法
　thatは古くは非制限用法にも用いられたが，今日では，その用法はほぽ制限
用法に限られている。0EDにも，thatの非制限用法について・r今日では韻
文かrhetorica1な文にしか用いず，普通，人についてはwho，物については
whichを用いる」とある。だが，r赤毛のハ：■ラハソ物語』では・thatが非制
限的に非常にしばしば用いられている。これは，非制限的にも用いられる
who，whichをイェイツが殆ど使用せず，関係代名詞としてはthat一辺倒と
いうかれの使用法から見れば，むしろ当然の結果かもしれない。rジョソ・シ
ャーマソ』には，thatの非制隈用法は見当らない。
　and　once　in　the　sti1lness　of　midday　he　heard　a　sound　like　the　clashing　of
many　swords，肋〃went　on　for　a　long　time　without　any　break．（D〃肋）
　And　his　hands，肋〃were　always　restless，began　to　pluck　o旺the　leaves　of
the　roses　on　the1ittle　branch，…　　（γ葦∫｛o地）
　It　was　to　his　own　little　place　he　was　going，肋αまwas　m　more　than　a　cabin，
but肋αまp1eased　him　weH．（C鮒32）
4．関係代名詞の反復
（勾　　but　when　he　had　said　that，he　stopped，for　an　old　mountainy　man肋αま
　had　a　shirt　and　trousers　of　unbleached　namel，and肋”was　sitting　by　himself
　near　the　door，was　looking　at　h三m，．、．（H”〃α肋〃）
　　Is　not　that　Hanrahan肋ατhad　the　schoo1，and肋〃was　brought　away　by
　Them？　（Roμ）
（b）　　and　Red　Hanrahan肋〃was　now　very　thin　and　worn　and”5肋かvery
　long　and　wild，came　to　the　half－door　and　asked　leave　to　come　in　and　rest
　himself；（Hα〃励伽）
　　And　then　that　colour　changed　to　many　colours，and　what　he　saw　was　a
　1ong　line　of　tall　beautiful　yomg　men，and　of　queen－women，肋ατwere　not
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going　from　him　but　coming　towards　him　and　past　him，and励¢か力cωwere
｛un　o｛tendemess　for　all　their　proud　looks，and　wefe　very　pale　and　wom，as
if　they　were　seeking　and　ever　seeking　for　high　sorrowfuI　things．　（η∫タo〃）
　（・）にあげたような関係代名詞の反復一前項の最後の文もそうであるが一
の例は多い。rジョソ・シャーマソ』には，関係代名詞の反復文はないようで
ある。（b）の第1文のhis　hairは，whose　hairとする方が論理的だと思われ
る。叉，第2文のtheir　faces以下を独立している節と考えればこのままでも
よいが，その前にある関係代名詞節のthatが非制限用法であることを考える
と，これと並列的であるtheir　facesはwhose　facesとすることも可能にな
る。関係代名詞の反復構文を多く用いているにも拘らず，イェイツがこの場合
それを避げたのは，関係代名詞はthatを用いる一thatには所有格がない一
一というかれの根本的な姿勢によるものであろうか。
　5．　　those　that
those（三peOple）が先行詞あ場合，これに続く関係代名詞はwh0が普通で
あるが，イェイッではthatが用いられることが多い。whoの例は1つだけあ
る。
　　‘〃o∫θ肋励passed　irst，’the　woman　said，’are　the　Iovers　that　had　the
greatest　name　in　the　old　times，…　（吻∫タo〃）
　　and　the　shadowy　arms　did　not　r三se　to　take　hold　of　them（＝the　ancient
defeated　gods），for　they　were　of肋o∫2肋αf　can　neither　sin　nor　obey．（η8圭o刎）
　シ1■グの戯曲の中では，関係代名詞は稀にしか使用されていない。目的格は
勿論のこと，主格の関係代名詞も殆ど常に省略されているからであり，これが
シソグのAnglo－Irishの1つの特徴とたっている。主格の関係代名詞の省略数
の割合では，イェイツはシソグよりも蓬かに少ない。しかし，目的格の関係代
名詞は，その殆どを省略し，更に，今日の英語では，主格の関係代名詞が普通
省略されないような構文においても，これを省くという点では，両老の関係代
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名詞の用法の特徴は一致している。叉，少ないながらも使用されているシソグ
の関係代名詞の種類としては，thatがwhoよりも多く・whichが全く用い
られていない点も，イェイツの場合と完全に一致する。このようにシソグと共
通した特徴をもつイェイツの関係代名詞の用法は・レイデイ・グレゴリーの示
唆によるイェイツのゲール語的語法を物語るものではあるまいか。
皿　強意構文
　1．It　is…仇atの形式
　この形式の強意構文は甚だ多く，全部でざっと50ほどある。その大半の40ほ
どはthatが省かれている。そして，この構文も叉シソグのAnglo－Irishの大
きな特徴となっているものなのである。シングの構文では，thatは殆ど全部
といってよいほど省略されている。更に1今日の英語ではit　iSのあとにくる
ことのたい形容詞・現在分詞・過去分詞もこの位置におかれている。イェイツ
にも，この位置に形容詞・分詞がおかれている例が若干ある。rジョソ・シャ
ーマン』の第1部・第2部の中で用いられているit　is…thatの強意構文は3
例である。
　　〃〃伽〃肋2〃肋g勉〃肋ωα〃Hanrahan　was　one　time，giving　a　hand　to　a
farmer　now　and　again　in　the　hurr三ed　time　of　the　year，．．一（∬oo脇α〃）
　　Bu〕〃∫o〃伽d〃o加腕he1ooked　going　home　that　day　with　the　stoop
in　his　shoulders　and　the　darkness　in　his　face．　（C〃7∫2）
　　〃・倣〃θ〃㈱th・t・・㎜t・yi・，iti・・・・…y・id・；（R・力θ）
　　There　was　some　silver　and　some　copper　money　in　the　little　leather　bag
under　his　coat，but〃〃α∫∫2〃舳he　needed　to　take　anything　fmm　it，for〃
ω孤1倣12he　used，and　there　was　not　one　of　the　people　that　would　have　taken
payment　from　him、（D刎肋）
2．Old胴he　isの形式
これは譲歩の強意形式であって，thOugh　he　is　O1dよりも意味が強く文語的
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な表現である。9例ほどある。
　　　But〃∫26αsま免θ〃〃閉〃272to　go　hunting　after　hares，and　72αφ　α5　ま免3ツ
　刎〃for　any　sport，they　were　in　dread　to　go　out　into　the　night，．．．（Hα〃α肋〃）
　　　but　α∫　σ勿北尾　α∫　ま血2　免o〃物”5　〃2γ召　they　could　not　overtake　the　hare，…
　（肋〃励肋）
　第2文のas　quick　asのようにquickの前にasのある形式は古い形であ
る。
　同じ形式で次のような文もある。
　　　Hanrahan　said　he　would　not　dance，he　had　better　use　for　his　feet　now，
　か螂砂21κ閉g”3免3〃α∫through　the五ve　provinces　of　Ireland。　（1～o力θ）
　travelling　as　he　wasはbecause　he　was　trave1Hngの意味であって，それ
よりも強調的である。
　3．語句の反復
　語句の反復による強意形式は，あらゆる言語に共通なもっとも自然な強意方
法である。この形式は，r赤毛のハソラハソ物語』でもrジョソ・シャーマソ』
でもしばしば用いられてい私（・）は前者，（b）は後者からの例である。
（a）　The　sun　and　the　moon　are　the　man　and　the　girI，they　are　my1i｛e　and
　your1ife，they　areかα砂2〃5〃g　and2砂召7かαθ召〃4〃g　through　the　skies　as　if　under
　the　one　hood。　（1～o力2）
　　Hanrahan　sat　down　on　a　heap　of　turf　beside　the　door，for　he　was　tired
　0〃and0〃，…（Dθα肋）
（b）　It　came‘1os〃and　ol05〃，…　（I　i）
　　His　days　passed　in〃8倣〃g，〃∫〃肋g，〃5肋閉＆　（III　iii）
　4．語順顧倒
　ある語句に強勢を与えるために，その語句を前置する語順顯倒の形式には，
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否定語句の前置・副詞（句）の前置・目的語の前置・補語の前置など様々な形
式がある。rジョソ・シャーマ：■』には，”o〃肋召加幽召Were　HoWerS；
6θ1oωカ，vegetables．（Iii）や∫〃肋θ〃づ〃oωhmgacanaryinaPainted
cage．0〃∫〃θwas　a　narrow　piece　of　shaded　ground　between　the　window
and　the　rectory　wa11．（V　iii）　などのように，副詞（句）が前置されている
文が頻繁に見られるが，『赤毛のハンラハソ物語』には，この形式の語順顛倒
の文は1つもない。語順顛倒の例としては，目的語が前置された文が3例ある
にすぎない。
　　And　all　in　a　minute　a　hare　made　a　leap　out　from　between　his　hands，and
ω肋肋〃〃伽50刎ぴ伽Cαπゐ伽㍑00尾肋〃∫肋μ，07ω加伽（ま〃α8舳加
0”げ”0肋肋9加肋2ク”刎sげ”∫加〃ゐ，nobody　knew，＿　（亙α〃励肋）
　And乃o〃1o施g加〃ω8o加2he　did　not　know，…　（H”〃”肋犯）
　3例とも述語動詞はknOwであり，主語と動詞の倒置は行われていない。つ
まり，強勢のための主語と動詞の倒置の文は！例もないことになる。
　語順顯倒の文が稀なことは，イェイツが『赤毛のハソラハソ物語』で目指し
た「単純な英語」の文章構造を裏づけるものと言えよう。
IV　副　　　　詞
　1．様態の副詞
　r赤毛のハソラハソ物語』の副詞の第一の特徴は，使用例が極端に少ないこ
とである。中でも様態の副詞は少なく，接尾辞一Iyで終る副詞は，
　angri1y，c1earIy，quietly，s1ow1y，sweetIy（詩の中）
だげであ私s10w1yは4回用いられているが，他の副詞はそれぞれ1度しか
使用されていない。rジョン・シャーマ：■』では・第1部，第2都から一部拾
い出しただけでも，
　　absolute五y，　accurate1y，briskIy，consistent1y，constantly，continuaI1y，
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　correct1y，desperate1y，di1igent1y，dimly，doubtfu11y，丘erce1y，greatly，
heavi1y，hurriedly，impatient1y，incon▽e㎡ently，inte11igently，noiseless1y，
　reYerent1y，soft1y，silent1y，vehe工nent1y
たど比較的長い多彩な副詞が至る所に用いられている。
　2．形容詞と同形の副詞
　接尾辞一1yをつけない形容詞と同形の副詞，いわゆるnat－adverbがかなり
用いられている。Hat－adverbは歴史的には古くから使用されているものであ
るが，現代英語の散文では一1y形が普通である。丑at－adverbは直裁で感情的
であるため，今日の英語では，あまり上品でない口語や俗語でよく用いられ
私叉，詩では韻律の関係や古体が好まれるという理由でしばしぼ用いられて
いる。
　And　he　said　out　very　lo〃and61θ〃：　（Ro加）
　but　it（＝the　hare）was　running　on　the　Hoor　oi　the　bam，as％壷c尾as　any
hare　that　ever　Iived。　（H”地πα免”〃）
　　And　then　he　got　free　of　it，and　went　on，5肋肋〃g　and舳8加”φ，along　the
edge　of　the　strand，…　　（1～o力2）
　3．強意副詞
　副詞の使用が全般的に少ない中で，indeed（7回），enough（4回），so（7
回）たどの強意副詞の使用が目立つ。s0駆eat　apOet（肋脇）に対して，such
a　p1easant　comrade（肋舳加勉）もあるが，前老が後者よりも文語的である。
　　　’I　win　go　to　her肋6ω∂，’said　Hanrahan．　（∬α〃”肋κ）
　　　But　he　said　the　children　would　be　gladθ捌o〃g免in　the　moming　to丘nd　the
　place　empty，and　no　one　to　keep　them　at　their　task；（H伽〃肋〃）
　　　and　there　was　dread　in　her　heart　that　she　was　going　to　lose80wonde村u1
　a　poet　and∫o　good　a　comrade，…　（∬oo脇肋）
以上述べた『赤毛のハソラハソ物語』の副詞の特色もまた，イェイツの求め
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た，装飾的で華美な文体とは対照的な，単純で力強い文体を示すものであろ
う。
V　そ　の　他
　1．反　　復
　等位節が連続する場合，第1節と主語が同じであれば，第2節以下では主語
が一般には省略されることが多い。ところが，r赤毛のハソラハソ物語』では，
第2節以下の主語も省かれずに反復されている例がかたりある。これに対して，
『ジョソ・シャーマソ』では，その殆どが省略されている。（a）は『ハソラハ
ソ』，（b）は『シャーマソ』からの例である。
（a）　　τ加力7∫fげ肋80〃〃o〃吻rose　up，holding　the　cauldron　between　her　two
　hands，and5加said’P1easure’，and　Hanrahan　said　no　word．Thenま加∫2co〃
　o〃〃o刎伽rose　up　with　the　stone　in　her　hands，and∫肋said’Power’；and
　肋2ま〃〃o〃〃o刎〃rose　up　with　the　spear　in　her　hand，and　s肋said‘Cour－
　age’；and肋召1伽オρ1肋20〃刎o刎伽rose　up　having　the　sword量n　her　hands，
　and5加said’Knowledge’一　（∬伽〃庇例）
　　H伽■励舳was　not　singing　now，but加was　talking　to　Oona　very　fast　and
　soft，and加was　saying：　（Roμ）
（b）　　H〃∂伽g〃〃〃〃g〃2f　had　been　jilted　and〈was　in　despair，〈had　taken　to
　her　bed　with　every　resolution　to　die，and〈was　growing　paler　and　paler．（II　ii）
　　肋examined　himself　in　the　glass　in　the　morning；and　for　the丘rst　time
　in　his1ife〈smiled　to　see　l1ow　good－looking　he　was．（II　iv）
　（・）の第2文は，Hanrahan　was　not　singingnow，butwastalkingtoOona
▽ery　fast　and　soft，saying：としたら，ごく一般的な文となってしまうであろ
う。
　次の例も主語の反復の中に入れてもよかろう。there　were1つですますこ
とも可能と思われる。
7？1
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　　τ脆〃2〃α∫a丘re　on　the　old　hearth，a口d　肋〃2　〃2ヅε　dip　candIes　stuck　in
bott1es，andま肋κ〃α∫a　black　quart　bottIe　upon　some　boards　that　had　been
put　across　two　barre1s　to　make　a　table。　（∬α〃励α〃）
次ぱ助動詞の反復の例である。
　He　drank　a　g1ass　o｛whisky，but　he　said　heωo刎〃not　stop　but〃o〃∂set
01ユt　on　his　j01ユrney。　（亙α刎7αゐ”勉）
次の例では，it　is…thatの強意構文のthatが反復されている。
　and　it　was　on－y　Hanrahan肋〃rose　up　and肋αf　said，‘I　will　fol1ow，I　will
fOl10W㎝．’（肋〃励伽）
　2．肚ont－heaWの構文
　頭でっかち，つまりfrOnt・heavinessを避けることは，英語のsty1eの1つ
の原則であるが，r赤毛のハソラハン物語』では，front－heavyの文がしばし
ば見受げられる。その理由の1つとして，前に述べた副詞（句）を前置する語
順顛倒の例がないことがあげられよう。例えば，
　And　with　that　he　brought　him　into　a　very　big　shining　house，and〃〃ツ
gγ伽〃脇g肋〃励伽肋4ω〃加〃60尤”腕6㈱ηむ010〃加加∂ω〃∫2肋，
Were　in　it．　（H伽〃肋吻）
の後半は，and　in　it　were　every　grand　thing　Hanrahan　had　ever　heard
of，and　every　co1our　he　had　eYer　seenとすれば，front－heavinessは避け
ることができよ㌔更にもう1つの理由としては，r名詞節十is＋x＝it＋is＋
x＋名詞節」となる，いわゆるit…thatの文がないことである。この形に似
たもので，
　　if　she　has　not　a　man　in　the　house　before　the　month　is　out，〃兆〃肋1ツthe
little　bit　of　Iand　will　be　given　to　another．　（Hα〃励伽）
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　〃∫θ召刎〃まo〃刎肋α去one　of　the　shadows　was　the　queen－woman　he　had
seen　in　her　sleep　at　Slieve　Echtge；　（Ro力θ）
たどの文があるが，これらは常にit　is　Hke1y　that，it　seems　thatの形で用い
られるものであって，that以下の節をitの位置にもってくることはない。rジ
ョソ・シャーマソ』の中のIt　is　not　to　be　denied　that　as　this　love　grew
serious　it　grew　mercenary．（II　iv）のようなit…thatの構文は・r赤毛のハ
ソラハソ物語』にはないのである。次の文，
　　　And〃加肋〃〃〃αs肋α㍑タ刎θ07肋o肋〃〃刎2肋刎α肋肋2so捌g肋αま
タ。。α〃・〃・燃伽・丁免θτ眺伽gげ肋〃・力召’，伽〃肋〃鋤閉∫，‘脇αま〃α∫
肋ε励α∂o〃肋αま力〃刎ε｛π肋兆μαc〆，is　not　known・　（Roμ）
は，And　it　is　not　known　whether…とすれぽ，front－hea▽yの文とはなら
ない。it　is…thatの強意構文をあまりにも多く用いたため，イェイツはit…
thatの構文の使用を意識的に避けたのであろうか。
　it…thatの構文と関連するit…t0の構文も少なく，僅か2・3例を数えるに
すぎない。その1つの例は，
　And　he　knew　it　was　no　good　sign　a　hare　to　haマe　crossed　his　path，＿
（C〃s2）
という文である。これは古い形の構文であって・it　was　hard力7him　to　see
his　way（肋舳肋閉）のように，不定詞の論理上の主語にはforをつけるのが
今日では一般的である。
　It　is　a　pity　for　him肋〃7功〃∫2∫the　call　of　the　daugbters　of　the　Sidhe，
for　he　wil1丘nd　no　comfort　in　the　love　of　the　women　of　the　earth　to　the　end
of1ife　and　time，…　（Roμ）
この文は，It　is　a　Pity　for　him　f07ψ∫2the　call…　と不定詞を用いる方
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が普通であろうか。
　3．不定詞付対格
　不定詞付対格の使用もr赤毛のハソラハソ物語』に文語的Styleを与えてい
る。HOmbyはr不定詞を用いるのは典型的なfOrma1sty1eであり，informa1
Styleでは動詞のあとに従節を用いる方が一般的である」｛9〕と述べている。
　　She　looked　up，and　he　saw加7工o加”g〃of　the　neighbours，a　farmer’s
daughter一　（C刎グ8θ）
　　a　young　girl　with　the　blossom　of　May　in　her　cheeks　thinks〃刎foろ2α勉
o〃舳閉、（0舳2）
　AsortofdreadcameoverHanrahanwhenhesawher，forheknewゐ〃
ま05θ0閉㎜肋刎助舳，…（肋α肋）
　　He　began　then　to　shu冊e　the　cards　and　to　mix　them，very　quick　and　fast，
tiIl　at1ast　they　could　not　seeま加榊まoあ召c〃ゐat　all，but　you　would　think
”舳oろ・舳紡惚肋9・・｛丘・・inth・・i・，…（肋舳肋〃）
　cf．He　did　not　seem　to　know肋αま加ω伽功ω肋焔具　（S乃επ刎舳III　iii）
　不定詞付対格について，rジョソ・シャーマ1■』に1つ興味深い例がある。
rジョソ・シャーマ1■及びドーヤ』は，最初1891年にロンドソのT．Fisher
Unwinと・ニューヨークのCassell　Publishing　Companyによって出版され
た。この作品は叉，1908年に，The　Shakespeare　Head　Pressから出た丁加
C0肋む肋㎜0伽肋吻7∫3α〃♂”0∫θ8巻の中の第7巻に収められている。
『赤毛のハンラハソ物語』も『ジョソ・シャーマソ』もテキストとしては，こ
こではC0”θ0肋W0伽を用いたのであるが，rジョソ・シャーマソ』の最初
に出たロンドソとニューヨーク版と後に出た全集版とでは，語句に多少の相違
がみられる。そのユつが第1部第1章にある次の箇所である。
　　CertainIy　I　sha11not　marry　for　money，for　I　hold肋励〃加〃ωθ加〃1o∫f
肋”加伽棚α〃∫タ肌召〃ツψo〃伽f舳〃2肋砂2刑o　oo妙α∫∫．（CW）
　　Certainly　I　shal－not　marry　for　money，for　I　hold肋召6伽c肋2∫s伽65｛閉一
η4
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c召〃妙げ肋2勉励〃θ如加｛お‘o刎ヵω∫．　（L　NY）
　I　ho1dのあと，全集でば従節が用いられ，ロソドソとニューヨーク版では不
定詞付対格が用いられている。
　4．完了形
　完了形に「have＋目的語十過去分詞」の形のものが4例ほどある。これはイ
ェイツにみられるゲール語の語法といってよいであろう。現代英語では，この
語順の完了形はまず用いられることはないが，シングのAnglo－Irishでは，単
なる完了の意味にかなり用いられている。このほか，イェイツには，gO，COme
などの動詞の場合，haveの代りにbeを用いる古い形の完了形も使用されて
いる。
　　and　I　wouldn’t　wonder　from　his　walk　if　he加8α〃o力oグ〃肋尾初尾θ〃．
（R0ク2）
　　And　let　you　make　m　delay　about　it，for　it　is　for　to－morrow　theyゐω〃加
榊〃加92∫召捌〃，…　（c〃榊）■
　‘It　is　far　I　”〃｛　co〃包2，’he　said，・“　　（1一α勉グα免α〃）
　5．　be　llsed　tO　dO
　used　to　doと並んで，be　used　to　doと受身の形が3例ほど使用されてい
る。この受身の形は今日では殆ど使用されることはなく，0EDにもobsolete
と記されてあり，もっとも新しい例としては，TheTuilleries，where　boats
〃θ〃〃s〃チoあθ力〃〃．（1788）があげられてあるo
　　When　he　got　to　his　cabin　there　was　no　one　there，and　he　went　and　Iay
down　on　the　bed　for　a　while　as　he〃伽洲〃まo∂o　when　he　wanted　to　make
a　poe正n　or　a　praise　or　a　curse一　（C〃7∫2）
　　and　she　took　out　a　bit　oi　copper　and　a　bit　of　silver　money，but　she　let　it
drop　again　as　if　it　was　nothing　to　her，maybe　because　it　was　not　money　she
〃α5〃s2∂まoあ2g∫07，but　food　a皿d　rags；　（1）2α〃z）
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　以上，r赤毛のハソラハソ物語』の文章構造を種々検討してみた結果，結論
的に言えることは，『赤毛のハソラハソ物語』のr単純な英語」は決して平凡
な英語ではない，ということである。装飾的語句を極力控えた明快で力強い文
章であり・なめらかで軽快な口語体の文章ではなく，古い語法を混えた重味の
ある文語体の文章であり，Ang1o・Irishの語法を取り入れた素朴な文章であ
る。英語が諸言語の中で，もっとも多種多様な接続詞をもつ言語であるにも拘
らず，イェイツは，その中でも一番単純なandを多く用い，しかも幼稚に堕
することなく，Biblical　styleとも呼び得る重厚な文体を，そしてアイルラン
ドの民衆の心と生活を描き出すのにもっともふさわしい簡素な文体を造りあげ
ていると思われる。
注（1〕W－B．Yeats，〃）肋o10ψ5－Lond㎝：Macmiuan，1959，p．1．
　（2）　ibid．
　（3）W．B．Yeats，E8吻5伽〃炊o伽o肋〃5．Lond㎝：Macmil1an，1961，P，520．
　（4）W．B．Yeats，吻肋oloψ5．Lond㎝：Macmillan，1959，P．1．
　（5〕W．Strunk，Jr一＆E－B－White，τ加肋舳燃ψS妙1ε．New　York：Macmil－
　1an，1959，p，4．
　（6〕　ibid一，p－19．
　（7〕　H．A．G1eason，Jr．〃〃g”鋤6∫伽δE〃g眺ゐ0閉刎刎”れHolt，Rinehart　and
　Winst㎝，1965，p．342．
　（8）　ibid。
　（g〕A．S．Homby，λω”〃o肋肋閉∫α”σ∫昭召伽E〃ψ∫ゐ．　研究杜，1956，
　　P．22一
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